
松竹伸幸様

あなたから日本共産党中央委員会に 2 023 年 3 月 6 日付で送られてきた「手紙」につい

て、お答えいたします。

あなたは、京都南地区委員会常任委員会が 2023年 2 月 5 日に決定し、京都府委員会常

任委員会が 2 月 6 日に承認し確定した除名処分について「規約上の重大な暇庇があるので、

一時的な執行停止を求めますJ とのべています。

まず、除名処分は 2 月 6 日の時点で確定しており、中央委員会規律委員会として処分につ

いての報告を 2 月 9 日に確認しています。しかも、あなたは、除名処分の決定後、わが党へ

の攻撃とかく乱を一層拡大しており、除名処分の「一時的な執行停止J はありえません。

そのうえで指摘しておきたいのは、除名処分についての「規約上の取症J があるという主

張は成り立たないということです。

第 1 に、支部党会議 ・ 総会で処分を決定しなかったのは、 2 月 6 日付の処分通知書、およ

び京都南地区委員会常任委員会と京都府委員会常任委員会の発表文「松竹伸幸氏の除名処

分についてJ がのべたとおり、党規約第 5 0条にもとづいて、あなたが 「すでに全国メディ

アや記者会見などで公然と党攻撃をおこなっているという『特別な事情~J にかんがみ、地

区委員会が処分をおこなったものです。処分通知書および発表文にある「当該職場支部委員

会の同意J とは、処分を地区委員会がおこなうことについてのべたものであり、処分の内容

を意味するものではありません。

第 2 に、処分を決定する会議で意見をのベる権利についていえば、 2 月 2 日の調査の際に

意見表明の機会を与えたうえで、処分を決定する京都南地区委員会常任委員会が 2 月 5 日

におこなわれることを伝えています。しかし、あなたからはその後、地区委員会に対して、

党規約第 5 条 1 0項の 「自分に対して処分の決定がなされる場合には、その会議に出席し、

意見をのべることができる」という権利にもとづいて会議に出席するとし、う意思表示はあ

りませんでした。「意見をのベる権利を奪われたJ という指摘は当たりません。

以上のとおり、「規約上の暇庇J というあなたの主張は成り立たず、処分は党規約に基づ

いて適正に行われたものと判断しています。

日本共産党中央委員会規律委員会

2023年 3 月 1 5 日

4首ト1、。\，泊い国い→

4
5
H
t
a
 

a 
0・~)1 1 1 ~ (¥1101111) '"0・!tjl・

ゆ湖琳浄+~知


